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○
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
十
七
号

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
百
二
十
九
条
の
四
第
三
項
第
六
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
地
震
そ
の
他
の
震
動
に
対
す
る
構
造
耐
力
上
の
安
全
性
を
確
か
め
る
た
め
の
構
造
計
算
の
基

準
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
地
震
そ
の
他
の
震
動
に
対
す
る
構
造
耐
力
上
の
安
全
性
を
確
か
め
る
た
め
の
構
造
計
算
の
基

準
を
定
め
る
件

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
百
二
十
九
条
の
四
第

三
項
第
六
号
に
規
定
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
地
震
そ
の
他
の
震
動
に
対
す
る
構
造
耐
力
上
の
安
全
性
を
確
か
め
る
た
め

の
構
造
計
算
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

令
第
百
二
十
九
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
固
定
荷
重
及
び
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
積
載
荷
重
並
び
に
次
号
に

規
定
す
る
地
震
力
に
よ
っ
て
、
主
要
な
支
持
部
分
（
令
第
百
二
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
主
要
な
支
持
部
分

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
生
ず
る
力
を
計
算
す
る
こ
と
。

二

前
号
の
主
要
な
支
持
部
分
の
断
面
に
生
ず
る
短
期
の
応
力
度
を
次
の
式
に
よ
っ
て
計
算
す
る
こ
と
。

Ｇ
＋

Ｐ
＋

Ｋ
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こ
の
式
に
お
い
て
、
Ｇ
及
び
Ｐ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
令
第
百
二
十
九
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
固
定
荷
重
及
び

同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
積
載
荷
重
に
よ
っ
て
生
ず
る
力
を
、
Ｋ
は
、
次
の
力
を
表
す
も
の
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
固
定
荷
重
及
び
積
載
荷
重
の
う
ち
昇
降
す
る
部
分
の
荷
重
に
あ
っ
て
は
、
当
該
荷
重
に
一
・
三

を
乗
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
特
別
な
調
査
又
は
研
究
の
結
果
に
基
づ
き
、
地
震
時
に
昇
降
す
る
部

分
に
生
ず
る
加
速
度
を
考
慮
し
た
数
値
を
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

Ｋ

地
震
力
に
よ
っ
て
生
ず
る
力

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
地
震
力
は
、
特
別
な
調
査
又
は
研
究
の
結
果
に
基
づ
き
定
め
る
場
合
の
ほ
か
、

水
平
方
向
及
び
鉛
直
方
向
に
つ
い
て
次
の
式
に
よ
っ
て
計
算
し
た
数
値
と
す
る
も
の
と
す
る
。

P

＝k
wこ

の
式
に
お
い
て
、

、

及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

P

k

w

地
震
力
（
単
位

ニ
ュ
ー
ト
ン
）

P

令
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
Ｚ
の
数
値
に
、
次
の
表
の
階
又
は
屋
上
の
欄
の
区
分

k
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
設
計
用
水
平
標
準
震
度
又
は
設
計
用
鉛
直
標
準
震
度
の
欄
に

掲
げ
る
数
値
以
上
の
数
値
を
乗
じ
て
得
た
数
値
と
す
る
。

階
又
は
屋
上

設
計
用
水
平
標
準
震
度

設
計
用
鉛
直
標
準
震
度

地
階
及
び
一
階

〇
・
四

〇
・
二
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そ
の
他
の
階
及
び
屋
上

〇
・
六

〇
・
三

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
固
定
荷
重
と
積
載
荷
重
と
の
和
（
積
載
荷
重
に
あ
っ
て
は
、
地
震
そ
の

w
他
の
震
動
に
よ
っ
て
人
又
は
物
か
ら
か
ご
に
作
用
す
る
力
の
影
響
に
基
づ
い
た
数
値
を
算
出

し
た
場
合
は
、
そ
の
数
値
）
（
単
位

ニ
ュ
ー
ト
ン
）

三

第
一
号
の
主
要
な
支
持
部
分
ご
と
に
前
号
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
各
短
期
の
応
力
度
が
、
令
第
三
章
第
八
節

第
三
款
の
規
定
に
よ
る
短
期
に
生
ず
る
力
に
対
す
る
各
許
容
応
力
度
を
超
え
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
主
要
な
支
持
部
分
に
規
格
が
定
め
ら
れ
た
鋼
材
等
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
材
料
の
引
張

強
さ
を
平
成
十
二
年
建
設
省
告
示
第
千
四
百
十
四
号
に
規
定
す
る
安
全
装
置
作
動
時
の
安
全
率
で
除
し
て
求
め
た
数

値
を
基
準
強
度
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


